　（別 紙　４）

遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表

	核酸供与体
	供与核酸
	ベクター
	宿主等
	保有動植物等
	拡散防止措置の区分
	備考

	ヒト
	ヒト：super oxide dismutase1(SOD1) のゲノムDNAのコーディング領域に変異を挿入したもの（G93A）
	コスミド（詳細不明）
	E. coli K12株由来

JM109株
	
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	
	マウス(C57BL/6, SJL)
	P1A
	Ｂ１

P1Aレベルだが、P2Aレベルの施設を使用する場合がある

	ストレプトミセス
	ストレプトミセス：マウス１型インターフェロン受容体ゲノムをノックアウトしストレプトミセス由来ネオマイシン遺伝子を導入
	pMC1neopA
	E. coli K12株由来

AG-1株
	
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	
	動物培養細胞(D3 ES)
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	
	マウス(C57BL/6)
	P1A
	Ｂ１

P1Aレベルだが、P2Aレベルの施設を使用する場合がある

	ヒト
	ポリオウイルス受容体のゲノムDNAおよびcDNA
	pTL5
	E. coli K12株由来

ED8768株
	
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	１型インターフェロン受容体ノックアウトマウス(C57BL/6-IFNARKO)

ヒト変異SOD1トランスジェニックマウス(SOD1-G93A)
	マウス(C57BL/6, ICR,BALB/c, IQI)


	P1A
	大臣確認実験

動物へポリオウイルスに対する感受性を付与する実験

P1Aレベルだが、P2Aレベルの施設を使用する場合がある

	ヒト

マウス
	ヒト：ポリオウイルス受容体のゲノムDNA

マウス：MPH (PRR2のマウスホモログ)のゲノムDNAのプロモーター領域 
	pWE15
	E. coli K12株由来

JM109株
	
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	１型インターフェロン受容体ノックアウトマウス(C57BL/6-IFNARKO)

ヒト変異SOD1トランスジェニックマウス(SOD1-G93A)
	マウス(C57BL/6)


	P1A
	大臣確認実験

動物へポリオウイルスに対する感受性を付与する実験

P1Aレベルだが、P2Aレベルの施設を使用する場合がある

	ヒト


	ヒト：ポリオウイルス受容体の cDNA
	pCAGGS
	E. coli K12株由来

JM109株
	
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	１型インターフェロン受容体ノックアウトマウス(C57BL/6-IFNARKO)

ヒト変異SOD1トランスジェニックマウス(SOD1-G93A)
	マウス(C57BL/6)


	P1A
	大臣確認実験

動物へポリオウイルスに対する感受性を付与する実験

P1Aレベルだが、P2Aレベルの施設を使用する場合がある

	ヒト

ラット
	ヒト：ポリオウイルス受容体のcDNA

ラット：βアクチンのゲノムDNAのプロモーター領域
	pKS25
	E. coli K12株由来

ED8768株, JM109株
	
	P1
	Ｂ１

P1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	１型インターフェロン受容体ノックアウトマウス(C57BL/6-IFNARKO)

ヒト変異SOD1トランスジェニックマウス(SOD1-G93A)
	マウス(C57BL/6, ICR,IQI)


	P1A
	大臣確認実験

動物へポリオウイルスに対する感受性を付与する実験

P1Aレベルだが、P2Aレベルの施設を使用する場合がある


